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今月の主な内容

■新型コロナウイルス感染症拡大防止
　のためのお願い� P2
■令和２年度当初予算� P6
■あなたの暮らしを見守ります
　―みまもりホットライン事業� p11

新型コロナウイルス感染症にかかる

今年のゴールデンウィークはお出かけ・帰省を自粛して
みんなでこの危機を乗り越えましょう。

「風邪のような症状」
「37.5℃以上の発熱」
「強いだるさ」
「息苦しさ」

【一般の方】
４日以上続いたら
【ご高齢の方や基礎疾患をお持ちの方】
２日以上続いたら

「帰国者・接触者相談センター」
☎075－414－4726
（無休・24時間対応）
☎075－933－1153
（平日・９:00～17:15）

緊急事態宣言発令中

もしかして
と

思ったら…

2020(令和2)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき

5
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そ
う
な
る
前
に
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
外
出
自
粛
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
「
密
」
を
避
け
ま
し
ょ
う

　
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
も
、
徹
底
し

て
３
つ
の
「
密
」
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
の
集
団
感
染
の
連
鎖
＝
感
染
爆

発
は
、
急
増
し
た
重
症
患
者
に
医
療
資
源
が

行
き
届
か
な
く
な
る
医
療
崩
壊
（
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
）
を
引
き
起
こ
し
、
欧
米
諸
国
並

み
の
高
い
死
亡
率
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
記
事
は
、
す
べ
て
の
内
容
を
４
月
20
日

時
点
の
情
報
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　　
中
国
武
漢
市
か
ら
瞬
く
間
に
全
世
界
へ
と

伝
播
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
国
内
感
染
者
数
が
１
万
人
を
超
え
、

死
者
が
１
７
１
人
、
世
界
で
は
感
染
者
数

２
０
０
万
人
、
死
者
は
16
万
人
を
超
え
る
な

ど
、
ま
さ
に
未
曽
有
の
異
常
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
４
月
７
日
に
東
京
都
、
大
阪
府
な
ど
、
感

染
が
進
行
し
て
い
る
７
都
府
県
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
感

染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
４
月
16

日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
が
全
国

へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
記
事
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
ご
注
意
い
た

だ
き
た
い
こ
と
を
、
国
の
啓
発
資
材
な
ど
を

交
え
て
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
背
景
に

は
、
都
市
部
で
相
次
い
だ
集
団
感
染
の
連
鎖

　
こ
れ
ま
で
の
集
団
感
染
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）

発
生
は
、
概
ね
３
つ
の
「
密
」
が
重
な
っ
た

状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
を

　
手
洗
い
を
徹
底
す
る
こ
と
で
十
分
に
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
、
マ
ス
ク
な
ど
を
使
っ
て
、
口
や

鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
も
効
果
的
で

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大
防
止
の
た
め
の
お
願
い

参考：厚生労働省ホームページ
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　現時点では、妊娠後期に新型コロナウイルス感染症に感染した
としても、経過や重症度は妊娠していない方と変わらないとされ
ています。胎児のウイルス感染症例が海外で報告されています
が、胎児の異常や死産、流産を起こしやすいという報告はありま
せん。したがって、妊娠中でも過度な心配は必要ありません。
　一方で、一般的に妊婦の方が肺炎にかかった場合、重症化する

可能性があるとされています。人混みを避
ける、こまめに手を洗うなど日頃の健康管
理を徹底してください。特に、３つの「密」
が重なるような場所を避けてください。

参考：厚生労働省　妊婦の方々向けリーフレット

　新型コロナウイルス感染症は、高齢の方や基礎疾患を持つ方が
重症化しやすいとされているため、外出自粛や手洗いなどの予防
が大切です。
　一方で、感染を恐れるあまり、外出はおろか、日常生活全般に
おいて「動かないこと＝生活不活発」による健康への影響が危惧
されます。

参考：一般社団法人日本老年医学会ホームページ

あれ？フレイル？
フレイルとは「虚弱」のこと。「動
かないこと＝生活不活発」により、
体や頭の動きが低下し、フレイル
（虚弱）が進行します。進行する
と回復力や抵抗力が低下し、感染
症も重症化しやすくなります。

✧�動かない時間を減らしま
しょう

✧�自宅でもできるちょっとし
た運動を！

✧�バランスの良い食事をしっ
かり食べて栄養を！

✧お口を清潔に保ちましょう
✧�できれば毎日（電話などで）
おしゃべりを

✧�家族や友人との支え合い
が大切です！

ずっと家に閉じこもり、
一日中テレビを見てい
たり、ぼーっとしていた
り、食事もたまに抜いて
しまう…
誰かと話すことも少な
くなった

妊婦の方へ

高齢者の方へ

妊婦と新型コロナウイルス感染症の関係性

生活不活発による「フレイル（虚弱）」に注意！
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ご 家 族 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 が 疑 わ れ る 場 合

家庭内でご注意いただきたいこと
～８つのポイント～ 参考：厚生労働省ホームページ

・個室にしまょう。
・ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。

部屋を分けましょう

・�心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫
の低下した方、妊婦の方などが感染者のお世話をす
るのは避けてください。

感染者のお世話は出来るだけ限られた方で

・�こまめに石鹸で手を洗い、アルコール消毒をしま
しょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らな
いようにしてください。

こまめに手を洗いましょう

・�体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋と
マスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に
乾かしてください。

汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう

・�使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。
・�マスクの表面には触れないようにしてください。
・�マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗いましょう。

マスクをつけましょう

・�共用部分（ドアの取っ手、ノブ、ベッド柵など）
は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で拭いた後、
水拭きしましょう。

手で触れる共有部分を消毒しましょう

・�定期的に換気してください。共有スペースや他の部
屋も窓を開け放しにするなど換気しましょう。

換気をしましょう

・�鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入れ、
室外に出すときは密閉して捨ててください。

ゴミは密閉して捨てましょう

特
別
定
額
給
付
金
（
仮
称
）
に
つ
い
て

　
一
人
に
つ
き
10
万
円
を
一
律
に
給
付
す
る
「
特

別
定
額
給
付
金
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
は
、
詳
細

が
決
定
次
第
、
広
報
お
お
や
ま
ざ
き
臨
時
号
を
発

行
し
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
３-

５
６
３
８-

５
８
５
５

（
土
、
日
、
祝
を
除
く
９
時
～
18
時
30
分
）

【
急
募
】
一
般
事
務
　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

募
集
人
員
＝
５
人
程
度

内
容
＝
特
別
定
額
給
付
金
事
務（
封
入
封
緘
作
業
、

デ
ー
タ
入
力
作
業
、電
話
問
合
せ
対
応
な
ど
）

対
象
＝
エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
る
方

雇
用
期
間
＝
５
月
11
日
□月
～
一
ヶ
月
程
度（
予
定
）

勤
務
時
間
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う
ち
、
週
２
～

３
日
程
度
。
９
時
～
17
時
ま
で
（
昼
休
み
あ
り
）

報
酬
＝
時
給
９
９
２
円

勤
務
場
所
＝
大
山
崎
町
役
場
内

申
込
期
間
＝
５
月
７
日
□木
ま
で

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
う

え
、
左
記
窓
口
（
役
場
３
階
31
番
）
ま
で
持
参
。

選
考
＝
書
類
及
び
面
接
に
よ
る
選
考
。
面
接
は
５

月
８
日
□金
に
実
施
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
町
民
で
、
①
休
業
等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
方
、
②
退
職
勧
告
を
受
け
た
方
、
③
内
定
取

消
し
な
ど
就
職
が
困
難
に
な
っ
た
方
を
優
先
的

に
採
用
し
ま
す
。

問
・
申
込
先
＝
政
策
総
務
課
総
務
係

☎
０
７
５-

９
５
６-

２
１
０
１
（
内
３
２
１
）
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あ
な
た
の
近
所
に
も
　
頼
れ
る
民
生
委
員

─
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
─

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係
　
☎
９
５
６-

２
１
０
１（
内
１
５
３
）

冷
蔵
庫
の
中
に
医
療
情
報

　「
命
の
カ
プ
セ

ル
」
と
は
、
救

急
要
請
に
よ
り

救
急
隊
が
自
宅

ま
で
来
た
も
の
の
、
本
人
や
家
族

か
ら
状
況
が
聞
き
取
れ
な
い
場
合

を
想
定
し
て
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
お
く
医
療
情
報
の
入
っ
た
容
器

の
こ
と
で
す
。
救
急
隊
員
が
「
命

の
カ
プ
セ
ル
」
に
保
管
さ
れ
て
い

る
情
報
に
基
づ
き
、
適
切
な
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
で
的
確
な

救
命
措
置
に
役
立
て
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
児
童
委
員
が
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
・
高
齢

者
世
帯
の
方
に
訪
問
し
て
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

①

��
�

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、�

　��

お
よ
び
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
の
方

②
障
が
い
児
・
者
の
方

③
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

※��

①
・
②
・
③
の
方
で
、
命
の
カ

プ
セ
ル
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

担
当
の
民
生
児
童
委
員
も
し
く

は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６-

２
１
０
１
（
内
１
５
３
）

ひ
と
り
暮
ら
し
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
方
へ

　

～
「
命
の
カ
プ
セ
ル
」

　配
布
・
更
新
の
お
願
い
～

５
月
12
日
は 

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
は
、
岡
山
県

知
事
笠
井
信
一
が
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７

年
）
５
月
12
日
民
生
委
員
制
度
の
源
と
言
わ

れ
る
済
世
顧
問
設
置
規
程
を
公
布
し
た
こ
と

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定

め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与
の

支
給
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
る
も
の
で
、
任
期
は
３
年
で
す
（
再

任
可
）。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
は

　
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
区
域
に

お
い
て
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
ど
も
た
ち
へ

の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
で
専
門
機
関
と
の

つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
担
当
区
域
を
も
た
ず
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に

担
当
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

（
民
児
協
）
と
は

　
す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
「
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
民
児
協
）」
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
民
児
協
で
は
、
委
員
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ

て
把
握
す
る
地
域
の
課

題
を
共
有
し
、
対
応
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
た

り
、
委
員
へ
の
研
修
を

実
施
し
た
り
し
ま
す
。

〇地域での孤立をなくすために
　子育て中の親が育児の悩みを共有する
など、一息つくことのできる居場所作り
や、地域の高齢
者が集うことの
できるサロン等
の運営に取り組
んでいます。

〇子どもたちの安全を守るために
　通学路や遊び場の危険箇所を点検する
など、犯罪被害から子供を守るための活
動を行っています。

〇住民の安全・安心なくらしのために
　もしものときに備え、緊急連絡先や持病、
常備薬などを記入して保管する救急安心
キット等を配布するなど、住民の安全・安
心な暮らしのための活動を行っています。

〇災害に備えて
　災害時に自力での非難が困難な高齢者
や障害者を把握し、地域での支援体制に
協力するなど、
地域の防災力向
上に取り組んで
います。

〇地域をより住みやすくするために
　関係機関と地域における課題の共有を
図るなど、住みよい「まちづくり」に取
り組んでいます。

民児協は地域で
こんな活動をしています
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令
和
２
年
度 

前
川
光
町
長
の
重
点
施
策

　
政
策
目
標
で
あ
る
「
住
民
と
と
も

に
歩
む
ま
ち
の
創
造
」
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
項
目
を
重
点
施
策
と
し

て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

重
点
施
策

①
住
民
参
加
の
実
践

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
興

③
小
さ
な
行
政
の
実
現

④
暮
ら
し
の
安
心

や
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
が

施
行
さ
れ
る
中
で
、
最
低
限
の
伸
び

に
抑
え
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
予
算

や
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
修
正
案
の
内
容

　
次
の
項
目
を
削
除
し
、
同
額
を
予

備
費
に
組
み
替
え

・�

新
た
な
「
ま
つ
り
」
を
支
援
す
る

た
め
の
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金

一
般
会
計
予
算
は
議
員
修
正
案
を

も
っ
て
可
決 

―
予
算
総
額
は 

 

59
億
９
，
８
０
０
万
円
―

　
令
和
２
年
度
の
大
山
崎
町
一
般
会

計
予
算
案
は
、
２
月
26
日
か
ら
開
か

れ
た
令
和
２
年
町
議
会
第
１
回
定
例

会
最
終
本
会
議
で
、
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
原
案

か
ら
内
容
を
一
部
修
正
の
う
え
成
立

し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
59
億�

９
，
８
０
０
万
円
で
、
対
前
年
度

２・１
％
増
と
な
り
、「
昨
年
10
月
か

ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」

―
住
民
参
加
、一
歩
前
へ

―
ま
ち
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　
　
　
　問
＝
政
策
総
務
課
財
政
係

　☎
９
５
６
―

２
１
０
１（
内
３
４
１
）

令
和
２
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算
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町税の内訳� （千円）
令和２年度 前年度比

町
民
税

個人 863,960 7,801 0.9%
法人 275,460 46,160 △ 15.6%
計 1,139,420 53,961 △ 3.6%

固定資産税 1,435,180 △ 7,540 △ 1.3%
都市計画税 93,511 1,270 0.5%
軽自動車税 25,990 1,855 15.2%
町たばこ税 70,400 5,500 4.5%

計 2,764,501 55,046 △ 2.0%

【歳入】
地方譲与税 3,006万円 (0.5%)
地方特例交付金 2,600万円 (0.4%)
法人事業税交付金 2,300万円（0.4%)
配当割交付金 1,400万円 (0.2%)
株式等譲渡所得割交付金 750万円 (0.1%)
環境性能割交付金 500万円 (0.1%)
交通安全対策特別交付金 198万円（0.0%)
利子割交付金 180万円 (0.0%)

諸収入 1億3,185万2千円(2.2%）
使用料及び手数料 7,421万4千円(1.2%）
寄附金 6,220万1千円(1.0%）
財産収入 1,917万2千円(0.3%）
繰越金 500万円(0.1%）

町税
27億6,450万1千円（46.1%）

繰入金
4,546万5千円（0.8%)

分担金及び負担金
9,431万7千円（1.6%)

府支出金 
4億2,646万8千円 

(7.1%)

町債
5億6,380万円

(9.4%)

地方交付税
6億8,000万円

(11.3%)

国庫支出金 
7億167万円

(11.7%)

地方消費税交付金
3億2,000万円

(5.3%)

自主財源
31億9,672万2千円（53.3%）
依存財源
28億127万8千円(46.7%）

繰入金
4,546万5千円（0.8%)

歳入
59億
9,800万円
(構成比）

※�端数処理のため各構成比の合計が100％とならない場合があります。

【歳出】目的別グラフ

民生費
24億4,271万4千円
(40.7%)

総務費
6億9,855万6千円
(11.6%)

教育費
6億4,310万5千円 

(10.7%)

衛生費
4億7,395万6千円 

(7.9%)

消防費
3億9,539万7千円 

(6.6%)

土木費
5億7,869万2千円 

(9.6%)

公債費
5億8,122万8千円 

(9.7%)

目的別
59億
9,800万円
（構成比）

議会費 1億21万1千円(1.7%)
商工費 2,430万9千円(0.4%)
農林水産業費 2,606万6千円(0.4%)
労働費 2,226万4千円(0.4%)
災害復旧費 2千円(0.0%)
予備費 1,150千万円(0.2%)

※端数処理のため各構成比の合計が100％とならない場合があります。

土木費 衛生費 消防費 議会費・農林商工費�その他
１人あたり 35,861円 29,371円 24,503円 11,424円

民生費 総務費 教育費 公債費
１人あたり 151,373円 43,289円 39,853円 36,018円

令和元年度予算を住民ひとりあたりでみると…
住民　16,137人（令和２年４月１日現在の住民基本台帳人口）
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令
和
２
年
度
予
算 

主
な
事
業 

費目 事業名 予算額
議会費 議会広報誌「大山崎町議会だより」発行事業 60万5千円

総務費

天王山ハイキングコース整備基本構想策定事業【新規】 700万円
花と緑のまちづくり事業【新規】 30万円
中央公民館改築整備基本構想策定事業【新規】 1,500万円
第4次総合計画・後期基本計画策定事業【継続】 515万7千円
町内会・自治会運営活性化事業【新規】 4万1千円
集会施設耐震診断事業【新規】 427万7千円
ベンチ整備事業【新規】 30万円

民生費

乙訓福祉施設事務組合負担金 3,405万5千円
障害者自立支援給付費 3億6,715万円
障害児給付費等 3,815万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 1億48万2千円
後期高齢者医療保険事業療養給付費負担金、特別会計繰出金 2億3,001万9千円
介護保険事業特別会計繰出金 2億3,880万1千円
第２保育所防水改修事業【新規】 3,816万3千円
子育て支援医療費助成事業【拡充】 450万5千円

衛生費

みんなで考えよう！地球温暖化対策【新規】 10万円
ロタウイルス予防接種【新規】 274万8千円
多胎妊婦健康診査支援事業【新規】 10万6千円
妊婦健康診査委託 1,527万4千円
長寿健康診査、健康増進法健康診査等事業 2,925万6千円
乙訓環境衛生組合負担金 1億4,996万8千円

農林水産業費
農業振興関係補助金 66万9千円
天王山周辺森林整備事業 211万7千円

商工費 プレミアム付商品券発行事業補助金 369万7千円

土木費

尻江橋人道橋新設事業（詳細設計）【新規】 1,967万4千円
防災子ども安全まちづくり事業
（円明寺が丘団地・下植野団地側溝改良・通学路カラー舗装）【継続】 1億6,819万4千円

JR山崎駅バリアフリー化事業（施設整備補助）【継続】 5,600万円
公園遊具等更新事業【新規】 1,500万円
下水道事業特別会計繰出金 8,600万円

消防費

乙訓消防組合負担金 3億2,928万円
大山崎中学校蓄電池設置事業【新規】 2,816万円
防災伝道師フォローアップ講座【新規】 15万5千円
ドローン整備事業【新規】 85万8千円
大山崎町自主防災組織連絡協議会補助金【新規】 5万円

教育費

子育てのための施設等利用給付（幼保無償化）【新規】 5,337万7千円
町立学校給食設備修繕【新規】 58万2千円
外国語指導助手委託【拡充】 363万8千円
町立体育館バスケットゴール更新事業【新規】 763万円
天王山・山崎合戦資料調査・啓発事業【新規】 18万円
史跡大山崎瓦窯跡整備事業【継続】 912万1千円

町債
1億300万円
（20.5%）
総務費
548万2千円
（1.1%）
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介護保険事業特別会計

後期高齢者医療保険事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

　介護保険事業特別会計は、各種介護保険のサービスをご利用
される際に発生する７割〜９割の保険給付費等の歳出を、国・
府からの補助金や介護保険料等の歳入でまかなっています。
� 問＝健康課高齢介護係（内136）

　原則75歳以上の方が加入する健康保険制度で、加入者の方が
納められる保険料と町からの繰入金で運営される特別会計です。
　主な歳入は、広域連合が定めた料率で加入者の方が納められ
る保険料と低所得者に係る軽減分の町負担分となり、主な歳出
は歳入で集めた額を広域連合へ納付する納付金で、総額として
前年度と比較して4％の増加となりました。
� 問＝健康課保険医療係（内111）

　令和２年度の水道事業会計は、水道料金収入の減少や老朽化に伴う更新、修繕費用などの増加により引き続き厳しい経営となる見込みです。
　今年度は、老朽化した谷田加圧ポンプ室の廃止に伴う工事、水道管更新工事（脇山地区、谷田地区）、配水池更新計画策定事業などを実
施します。
　引き続き、業務の見直しや効率化、経費の節減に努めながら「安心で安全な水道水を安定的に供給できる水道」を目指します。� �
� 問＝上下水道課業務・府営水道係（内272）

営業活動に伴うもの� （税込）
区分 予算額

収益的収入 4億4,614万1千円
収益的支出 4億7,839万9千円

施設の建設改良に伴うもの� （税込）
区分 予算額

資本的収入 9,947万6千円
資本的支出 1億5,090万2千円

　国民健康保険は、国や府などの支出金の他に、加入者の皆さ
んが国保税を出し合って支え合う特別会計です。
　平成30年度から京都府が府内の医療費を推計し、その医療費
をまかなうため、市町村は京都府が算出した金額を国保税とし
て集め、納付金として京都府に納める仕組みとなっています。
� 問＝健康課保険医療係（内111）

　下水道事業の費用は、「雨水公費、汚水私費」の原則に基づき、
雨水の排除にかかる費用は税収入（一般会計繰入金）、汚水の排
水や処理にかかる費用は下水道使用料によりまかなっています。
加えて、一部事業は国の交付金を活用して実施しています。
　令和２度予算の総額は5億220万円となり、前年度9億8,010万円
に比べて4億7,790万円の減額となりました。主な要因は、大山崎
排水ポンプ場の新築工事の事業費減によるものです。
� 問＝上下水道課下水道係（内291）

歳入
14億6,577万5千円

歳出

歳入
13億3,148万9千円

歳出

歳入
3億997万1千円

歳出

歳入
5億220万円
歳出

支払基金交付金
3億7,223万7千円
（25.4%） 国民健康保険税

2億9,342万5千円
（22.1%）

予備費
100万円
（0.2%）

諸支出金
1千円
（0%）

公債費
1億4,121万4千円
（28.1%）

使用料及び手数料
2億5,113万1千円
（50.0%）

保険給付費
9億2,028万1千円
（69.2%）

後期高齢者医療
広域連合納付金
2億9,037万4千円
（93.7%）

国民健康保険事業費納付金
3億4,153万3千円
（25.7%）

府支出金
9億3,740万5千円
（70.4%）

保険料
3億1,066万2千円
（21.2%）

保険料
2億4,656万5千円
（79.5%）

国庫支出金
3億555万1千円
（20.8%）

繰入金
6,284万6千円
（20.3%）

国庫支出金
6,000万円
（11.9%）

町債
1億300万円
（20.5%）
総務費
548万2千円
（1.1%）

管理費
1億8,771万6千円
（37.4%）

事業費
1億6,678万7千円
（33.2%）

繰入金
8,600万円
（17.1%）

諸収入
205万9千円
（0.4%）

繰越金
1万円
（0%）

繰入金
1億48万2千円
（7.5%）

その他
17万7千円
（0%）

その他
6,967万5千円
（5.1%）

繰入金
2億7,532万5千円
（18.8%）
府支出金
2億193万2千円
（13.8%）

保険給付費
13億4,305万4千円
（91.6%）

その他
6万8千円
（0%）

その他
56万円
（0.2%）その他

1,959万7千円
（6.3%）

その他
1億2,272万1千円
（8.4%）

令和２年度 大山崎町特別会計当初予算


